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2.ブタMHCクラスⅡ遺伝子のDNAタイピングと応
用
主要組織適合遺伝子複合体(以下MrlCと略)は､同
一染色体上に約3Mbpにわたる領域に存在し､内因
性抗原ペプチドを細胞傷害性T細胞に捷示する分子
(クラスⅠ)､外因性抗原ペプチドをヘルパーT細胞
に捷示する分子(クラスⅡ)および血清補体成分の
一部(C4､C2､8因子等)をコードする遺伝子座に分
けられる｡また､このMHC領域には､免疫応答に関
連する分子以外にも発生分化に関わる遺伝子や､
最近では ｢臭い｣の個体差を認識する遺伝子座の
存在も示唆されている｡ブタのMHCはSLAと呼ば
れ､SLAハプロタイプと免疫応答能､さらには繁殖
能との関連性が研究されてきた｡sLA遺伝子型は､
今後ブタにおいて抗病性育種のみならず広く育種
を進める上で有用な遺伝子型情報になると期待さ
れる｡
またsLA遺伝子型は免疫能と深く係わることか
ら､ブタを用いた免疫実験においては供試個体の
sLA遺伝子型の把撞は重要である｡演者らは､白血
球全RNAを鋳型にしたpcR-RFLP法やPCR-SSP法によ
り､sLAクラスⅡ遺伝子(DRBl､DQBおよびI)QA)の
DNAタイピング法を報告してきた｡このSLAクラス
Ⅱ遺伝子のDNAタイピング法と､本方法を用いて実
際にブタ3品種の交雑系から作出されたSLAホモ型
系統のDNAタイピングの例を概説する｡さらに､梅
山豚とヨーロッパ系豚の免疫能の違いを解析 した
例を述べる｡
3.ウシMxタンパク質遺伝子の構造と発現
Mxタンパク質は､タイプⅠのインターフェロン
で誘導される抗ウイルス性タンパク質であり､
GTPaseの1種である｡演者らの研究室では黒毛和種
子宮内膜のcI)NAライブラリーからウシMx遺伝子
cI)NA全長をクローニングした｡この遺伝子の構造
と発現についての研究を紹介する｡
招待講演中の/｣､稔正春先生
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第39回岡山実験動物研究会
平成12年7月8日(土)午後1時30分から4時55分まで
岡山大学文学部会議室で､三谷恵一先生(本研究会
理事)の主催､岡山県新技術振興財団の後援で開催
された｡
はじめに､会長の佐藤(岡山大 ･農学部)から開会
の挨拶があり､その後､一般講演(1)に移った｡
一般講演 (1)は ｢パターンは右視野で視覚走査さ
れ､水平線分は垂直線分よりも誘目性が高い-30-
30-40msec行動解析-｣と遷して岡山大学文学部の
三谷恵一先生が静漬された｡この司会は倉林譲先生
(岡山大 ･医学部)が担当された｡
一般講演 (2)は ｢四元雑種由来マウスコロニーに
出現した骨格異常突然変異の解析｣と題して岡山大
学農学部の新海雄介氏が講演された｡この司会は内
藤一郎先生 (重井医学研究所)が担当された｡
一般講演(3)は ｢マウス居住性から見た市販床敷
ベスト10｣と題して岡山大学医学部の倉林譲先生が
講演された｡この司会は新井成之先生(㈱林原生物
化学研究所 ･藤崎研究所)が担当された｡
休憩を取った後､事務局から会務報告があった｡
①平成11年度の研究会活動として､第37回研究会は
5月26日岡山大学医学部図昏館3階講堂で特別講演2
題､一般講演2題の内容で､第38回研究会は11月24
日メルパルクOKAYAMAで特別講演2題､招待講演1題
の内容でいずれも岡山県新技術振興財団の後援で開
催したこと､第16号の研究会報は10月に発行し､ll
月に会員に送付したこと､理事会､常務理事会はい
ずれも2回開催したこと､②平成11年度(1月1日-12
月31日)の会計収支決算報告 として､収入総額
1,178,096円､支出総額555,997円､残高662,099円
であり､収支決算報告に当たって会計監査を受けて
いること､①平成12年度(1月1日～11月7日)の会計
収支中間報告として､収入総額674,134円､支出総
額88,254円､残高585,880円であること､④12年度
の研究会活動として､第39回研究会が本日の7月8日
岡山大学文学部の三谷恵一先生(本研究会理事)の主
催で開催されていること､第40回研究会は12月8日
(金)13:00から公共施設での開催を予定しているこ
と､第17号会報の発行は9月に予定していること､
役月の選任 (会則第7条､第9条に則る)は9･-10月に
行う予定であること､投稿規定の制定を行ったこ
と､常務理事会は3回､理事会は2回の開催を予定し
ていること､などであった｡
会務報告後､直ちに特別講演に移った｡
特別講演は ｢医薬品開発サポート菜の現状｣と透
して㈱ラビトン研究所 ･大阪医薬品臨床開発研究所
代表取締役の金田平八郎氏(本研究会賛助会員及び
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会員)が講演された｡ 当日はご講演の内容に関係
したいろいろな資料を準備していただいた｡この
司会は本研究会主催者の三谷恵一先生(岡山大 ･文
学部)が担当された｡討議時間では活発な意見交換
があった｡特別講演終了後､事務局担当の国枝か
ら閉会の挨拶があり､第39回研究会は盛会のうち
に閉会した｡
研究会終了後､割烹 ｢武蔵｣に場所を移動し､
講師の金田平八郎氏ご夫妻を囲んでの夕食会が主
催者の三谷恵一先生のお世話で催された｡金田ご
夫妻と会員相互の親睦を深め､楽しい一時を過ご
した｡参加者全員で記念写真を撮り､金田ご夫妻
及び本研究会の益々の発展を祈念して散会した｡
一般講演と特別講演の講演要旨は以下の通りで
す｡
一般講演 (1)
パターンは右視野で視覚走査され､水平線分
は垂直線分よりも誘目性が高い
-30-30-40msec行動解析一
三谷恵一
(岡山大学自然科学研究科 ･知能開発科学専攻 ･
生物知能学､同 文学部 ･行動科学科 ･
心理学講座)
HubelandWiesel(1963,1979);Hubel,Wiesel
andStryker (1978) は､第1次視覚皮質である線
状体､すなわち17野のⅠⅤ層の外 (Ⅰva)は､特定方向
の線分に最 もよく反応することを見出したが､
"直線の傾きの角度"によって誘目性が異なるとい
う分化した機能については言及していない｡
【方法】
生後46日雄Fischer344/DuCrjラットを ｢水平線
分群(N-12)｣と ｢垂直線分群 (N-12)｣に分け､
Hubelと相似型の147.58×19.42m ｢黒アクリル線
分パターン刺激｣を､白い内径700×700×300皿の
装置を厚さ5mm板で折半､100mmの切れ目から左右
部屋に自由に出入りできる左部屋奥壁に透明ガラ
ス越しに捷示した｡
パターン知覚テス トは､生後49日に10分間録画
し､静止画像を30-30-40msec単位で4分割カラー
出力し､二人の意見の一致を基準とした｡
【結果】
(1)平均パターン注視時間は ｢垂直線分群｣は
ll.27秒､ ｢水平線分群｣は15.75秒であった｡
パターン刺激を添付 した前研究と同様に､水平
線分は垂直線分よりも誘 巨が高い傾向にあった
(t-1.45,df-21,pく.20)｡
(2)視覚行動を ｢左視野走査(LVS:Left-Visual
scanning)､ ｢右視野走査 (又vs:Right-Visual
scanning)､ ｢正面走査 (svs:straight-Visual
scanning)等に分けた｡
(3)｢水平パターン｣の場合､平均RVSの7.92秒
は､平均LVSの3.33秒よりも有意に長かった(t-
4.17,df-ll,pく.01)｡ 平均svsは0.42秒であっ
た｡
(4)｢垂直パターン｣の場合､平均RSVの5.91秒
は､平均LVSの1.91秒よりも有意に長かった(t
-4.53,df-10,pく.01)｡ SVSは0.10秒であっ
た｡
【文献】
Hubel,I).HandWiesel,T.N.1963Receptive
fieldsofcellsinstriatecortexofvery
young,visuallyinexperiencedkittens.
JournalofNeurophysiology,26,994-1002.
Hubel,D.HandWiesel,T.N.1965Receptive
fieldsandfunctionalarchectureintwonon-
striatevisualareas(18and19)ofthecat.
JournaloftheNeurophysiology,28,229-289.
Hubel,T.N‥,Wiesel,T.N.andStryker,M.P.
1978Anatomicaldemonstrationoforientation
coll1mSinmaCaqulemonkey.JournalofCom-
parativeNeurology,177,361-380.
三谷恵一 1996 初期学習における経験と発達のメ
カニズムー潜在学習 ･知覚学習 ･潜在制止一
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一般講演(2)
四元支社由来マウスコロニーに出現 した
骨格異常突然変異の解析
新海雄介 ･河本泰生 ･国枝哲夫
(岡山大学農学部)
【目的】
岡山大学農学部で維持されている､C57BL/6J､
C3n/He､BALB/C､I)BAの四元交雑に由来し､攻撃性
を指標として選抜飼育されたマウスコロニーに､尾
と体型に異常を起こす突然変異マウスが出現した｡
交配実験の結果から､この突然変異遺伝子は常染色
体劣性であり､変異個体の雌雄ともに交配能力を有
する事が確認された｡表現型には､尾部の変形､短
縮､体軸の短縮等の骨格異常が見られ､発生の過程
で細胞間相互作用を通 して細胞運命決定に働 く
Notchシグナル伝達系に関するLunatic fringe遺伝
千 (ung)のノックアウトマウスやI)113遺伝子(Dl13)
の突然変異に起因するpuマウスに類似しているOし
たがってこの突然変異もまた､Notchシグナル伝達
系に関する遺伝子の突然変異によるものであること
が推測されれた｡そこで本研究では､この表現型を
引き起こす原因遺伝子を同定し､その発現機構を解
明することを目的として､連鎖解析により原因遺
伝子(oma)の染色体マッピングを試みた｡
【材料と方法】
形態学的観察 :僕試動物として､突然変異個体と
ヘテロ個体との間に生まれた同腹仔の突然変異個
体と正常個体を用いた｡新生仔及び成体時に二酸
化炭素吸入により安楽死させ､形態的観察のため
アリザリンレッドS及びアルシアンブルー8GSによ
り骨 ･軟骨を染色し､突然変異個体と正常同腹仔
を比較した｡
遺伝学的実験 :突然変異個体と国立遺伝研より導
入したJFl/Msとの間に､計101個体の戻し交配個体
を作出した｡ 戻 し交配個体の､肝臓又は耳介片か
らフェノール法によりゲノムDNAを抽出し､第5染
色体上のLfng近辺のD5Mlt50,62,67,224､及び
第7染色体上のDl13近辺のD7ML't72,77,116,266
のマクロサテライト遺伝子座用プライマーを用
い､PCR法により増幅し､2%アガロースゲルある
いは非変性ポリアクリルアミドゲル電気泳動によ
るタイピングを行った｡
【結果】
形態的観察の結果､個体差はあるが､肋骨の分枝
と融合､尾椎を含む脊椎の形態異常が見られ､新
生仔では脊椎の分節化に異常が見られた｡ このよ
うな骨格異常のパターンは､Lfngノックアウトマ
ウスやpuマウスにおいても同様に見られ､omaもま
たNotchシグナル伝達系経路に関する遺伝子の突然
変異である可能性が強く示唆された｡戻し交配個
体について､Lfng､及びDl13近辺のマイクロサテ
ライトマーカー4組ずつのタイピングを行った結
果､Dl13近辺のマーカーD7Ml't77､D7MJ't72､
D7Mjt266に強い連鎖が見られた｡次に76個体を用
いてD7MJ't77､D7Mjt266のタイピングを行ったとこ
ろ､組換え率 0で連鎖 していることが明らかと
なった｡これらの結果から､この突然変異は第7染
色体近位端付近に存在 し､Dl13遺伝子の突然変異
である可能性が考えられた｡
一般講演 (3)
マウス居住性から見た市販床敷ベス ト10
倉林 譲
(岡山大学医学部 ･動物実験施設)
【目的】
実験動物のWellbeing研究の一環として､実験小
動物の住環境に密接不離の関係にあり､かつ重要
な床敷きを取り上げてみた｡C.E.MancerlJZ)らは､
巣箱と巣材についてのオペラント試験をおこなっ
ているが､今回の研究では､マウスにおける床数
の居住性 (晴好性)についての行動観察を行った結
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果､興味ある所見を得たので報告する｡
【材料 ･方法】
材料は､当施設マウスコロニーの成熟雄性C57BL/CIk
近交系マウス20匹(延べ220匹)を使用した｡床敷の
種類は､A.木質系床敷では､①ホワイトフレーク
(オリエンタル酵母工業)､②サンフレーク(オリエ
ンタル酵母工業)､③ベータチップ(オリエンタル酵
母工業)､④床敷 (日本クレア)､⑤ウッドチップ
(SLC)､⑥ウッドチップ ･M(千葉アニマル資材)､
①床敷L(道央理科産業)､⑧ソフトチップ(船橋農
場)0B.パルプ加工糸床数としては､⑨アルファド
ライ(加商)､⑲ペパークリーン(オリエンタル酵母
工業)､⑪オメガドライ(オリエンタル酵母工業)､
⑫ケアフレッシュ(仁木商事)､⑬テックフレッシュ
スタンダー ド(エデス トロム)､⑲再生紙床敷 ･硬
(日本クレア)､⑮セルドライ(加商)､⑲ケアフィー
ズ(ハムリー)､⑰ベッデイングコーンカブス(テク
ノプロダクト)､C.純粋木質系床敷としては､①マ
ツ(松)､②ツガ(撹)､③ヒバ(櫓菓)､④スギ(杉)の
4種類の床敦を選択 した｡ ケージは30WX20DX
15Hcm(9L容量)のアクリル製ケージ(図1)を4個を輪
状に置き､ケージ内側に5cm帽の出入口を1カ所
30.0cm
図1 ケージサイズ
つけケージ上部には給餌 ･給水器を設置した｡第1
実験は､木質系床敷の居住性を､第Ⅱ実験は､人工
パルプ系床数の居住性を､第Ⅲ実験は､木質系十人
工パルプ系床敷の居住性を､第Ⅳ実験は､純粋な木
質系材質の床敷4種(マツ､ツガ､ヒバ､スギ)の居
住性を行動観察した｡
居住性の判定方法は､マウスが好んで就眠する床
敷(ケージ)のマウスの匹数を､12:00-15:00の間に
カウントして判定した｡また､4ケージの床敷を適
宜ローテーションし､繰り返し行い総合統計を行っ
て順位を決定した｡
【成嶺】
第Ⅲ実験の結果を上位10位まで成績順に表 1に示す
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と､①ケアフィーズ (ハムリー)② ウッドチップ
M(千葉アニマル資材)､③床敷(日本クレア)､④ソ
フトチップ(SLC)､①ケアフレッシュスタンダード
(仁木商事)､⑥テックフレッシュスタンダード(エ
デス トロム)､匂サンフレーク(オリエンタル酵母
工業)､⑧ソフトチップ(船橋農場)､⑨セル ドライ
ソフト(加商)､⑲ペパークリーン(SLC)であった｡
第Ⅳ実験における成境は､表 2に示す通 り､(丑マ
ツ､②ツガ､③ヒバ､①スギの順に居住性が優れ
ていた｡
表1 市販床敷 く木質系十人工パルプ系)へ●朴10
市 販 未 敦 名 后壷(就眠粛
①ケアー ブイー ズ(ハムリー ) 13.69±2.26
(かウドチップM(千葉アニマル資材) 9.27±4.97
(∂床敷 (日本クレア) 7.50士5.40
(むソフトチッフ~tSLC) 6.00土5ー15 :
(∂ケアフレッシュS(仁木商卒) 4.23士2.41
(かサンフレー ク(オリエンタル酵母) 3.23士0.51
檀)ソフトチップ(船橋農場) 2.46j=1.38
(釘セルドライソフト(加商) 0.92士0.66
Q9ペパ-クリー ン(SLC) 0.39士0.12 ｣
表2 純粋木質系床敷の居住性
【参考文献】
1)C.E.Manser.D.M.Broom,P.OverendandT.H.
MorrlS:LaboratoryAnimals.32(1),23-35
(1998)
2)C.E.Manser,D.M.tiroom,P.OvererLdandT.礼
Morris:LaboratoryAnlJnals.32(1),36141
(1998)
特別講演
医薬品開発サポー ト業の現状
金田平八郎
㈱ ラビトン研究所､
㈱大阪医薬品臨床開発研究所代表取締役)
(∋岡山実験動物研究会 ･会員として
a.会月 ･賛助会月にして頂いた事
b.会員 ･賛助会月として思う事
②日本実験動物協同組合 ･組合月として
a組合の成り立ち b.基本定款の一部
C.会月名簿 d.日本実験動物協会 定款の一部
(参安研協 ･会月として
a.安研協の成り立ち b.基本定款の一部
C.会員名簿
④臨床試験受託機関協議会 ･会月として
A.a.臨試協の成り立ち b.基本定款の一部
C.会員名簿
B.a.CRO協会の成り立ち b.基本定款の一部
C.会員名簿
C.sMO協会は未発足
a.臨試協 :phase卜 探索試験サホ- ト業
⑤GLP.GCP.ICnと医薬品開発サホー下葉の推移
a.GLPについて b.GCPについて
C.ICHについて
d.a～Cによる医薬品開発サボ､一下葉の推移
⑥RABITONResearchSystemforFutureDrug
Developmemt
(むゲノム創薬時代の開発研究過程における課題
The13thRABITONMeetingForum
(参学者 ･研究者 ･技術者の課題と経済人
A.a.学者 b.研究者 C.技術者
B.a.商売人 b.事業家 C.経営者
⑨人類社会に対する貢献への道
a.奉仕 (サービス)と服務 b.ロータリークラ
ブ(社会奉仕 ･職業奉仕 ･国際奉仕)
C.人類社会に対する服務
d.人間の服務
ア.信じあってこそ､人間
ィ.認めあってこそ､人権
ク.勤めあってこそ､人務
エ.譲りあってこそ､人道
オ.誇りあってこそ､人生
e.ヒトの服務 (ヒトとその他動物)
⑲岡山実験動物研究会および会月に期待すること
a.実験動物 ･モデル動物の開発
b.医薬品の開発
C.学 ･民の協力と官のバックアップ
特別講演中の金田平八郎先生
金田平八郎先生ご夫妻を閏んでの夕食会
野洋g･洋諾※繁芽※讃※凍※欝詳述学才･X詳謙詳洋詳洋詳述諜讃K･※済
平成11年度第2回理事会報告
平成11年度第2回理事会は11月24日(水)12時30分
から13時10分までメルパルクOEAYAMA(岡山郵便貯
金会館)会議室で開催された｡
①平成11年度の研究会活動 :岡山県新技術振興
財団の後援で､第37回研究会が5月26日(水)岡山大
学医学部で､第38回研究会は11月24日(水)メルパ
ルクOKAYAMAで開催､第16号の研究会報の発行は10
月､会月-の送付は11月､理事会(5月26日､11月
24日)､常務理事会(4月13日､9月22日)開催の報告
があった｡
②平成11年度(1月1日から11月24日)までの会計
収支中間報告があり､前年度繰越金507,369円､会
費49,000円､賛助会費180,000円､岡山県新技術振
興財団からの補助金70,000円､郵便貯金利子227円
の収入合計806,596円､これに対して第16号会報の
印刷費131,775円､通信費54,430円､第37回研究会
補助費100,000円､雑費11,092円の支出合計
297,297円で､残高は509,299円であった｡
③定額郵便貯金(50万円､10年間)の満期に伴う
処置として､本研究会の財政事情が厳しいことか
ら､税引後利子額(299,000円)を引き出し､本年度
収入予算に組み入れる報告があり､了承された｡
在)研究会報投稿規定の制定について提案がなさ
れ､投稿規定の原案を作成し､第17号会報に掲載
することが了永された｡
⑤記諒 ｢実験動物界の回顧(日本実巌動物界の50
午)｣取り纏めに関する要望が紹介､討議され､本
研究会としても協力していくことで了承された｡
⑥平成12年度の研究会活動 :第39回研究会は5月
下旬～7月中旬に岡山大学文学部の三谷恵一先生の
主催で､第40回研究会は11月下旬～12月上旬､公
36
共施設で､いずれも岡山県新技術振興財団の後援で
開催予定､第17号会報は9月に発行予定､平成13
年､14年度役員の選任は会則第7条､弔9条に則り､
9-10月に予定､常務理事会は3回､理事会は2回の
開催を予定している｡
栄･Xだ諜洋)R誹※※tR款:R払超･試･汲･R-Xg.※源泳}E･額※※詳※済※謎※
平成12年度第1回理事会報告
平成12年度第1回理事会は7月8日(土)12時50分か
ら13時15分まで岡山大学文学部会議室近くの3-14演
習室で開催されたO
①平成11年度の研究会活動 :第37回研究会は5月
26日岡山大学医学部で､特別講演2題､一般講演2匙
の内容で､第38回研究会は11月24uメルパルク
oxAYAMAで特別講演2題､招待講演1題の内容でいず
れも岡山県新技術振興財団の後援で開催､第16号の
研究会報の発行(10月)､会月への送付(11月)､理事
会､常務理事会はいずれも2回の開催の報告があっ
た｡
②平成11年度(1月1日から12月31日)の会計収支決
算報告があり､前年度繰越金は507,369円､会費
71,000円､賛助会費300,000円､岡山県新技術振興
財団からの補助金70,000円､会報販売金500円､郵
便定額貯金利子229,000円､郵便貯金利子227円の収
入総額1,178,096円､一方､第16号会報印刷費
131,775円､通信費55,430円､研究会補助費(第37回
研究会100,000円､第38回研究会257,220円)､雑費
ll.572円の支出総額は555,997円で､残高は622,099
円であった｡会計監査が平成12年5月30日に中永征
太郎先生､河本寮生先生の両監事によって行われた
ことの報告があり､了承された｡残高622,099円は
次年度繰越金として会計に組み入れることも了凍さ
れた｡
③平成12年度(1月1日-11月7日)会計収支中間報
告があり､収入は前年度繰越金622,099円､会費
2,000円､賛助会費(2社､平成11年度分)50,000円､
郵便貯金利子35円の収入総額674,134円,これに対し
て､通信費13,940円､第39回研究会補助費70,000
円､雑費4,314円の支出総額88,254円で､残高は
585,880円になっていることの報告があった｡
④12年度の研究会活動 :第39回研究会が本日(7月
8日)岡山大学文学部の三谷恵一先生(本研究会理事)
の主催で開催されており､第40回研究会は12月8日
(金)13:00から公共施設でいずれも岡山県新技術振
興財団の後援で開催を予定､第17号会報の発行は9
月に､役員の選任は9-10月に予定している､今回
投稿規定が制定された､常務理事会は3回､理事会
は2回開催を予定している､などであった｡
